
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

9/5
2011年第1084号

　

異
常
な
ほ
ど

の
酷
暑
が
昨
年

か
ら
今
年
に
続

い
て
い
る
。
私

の
医
院
で
は
高
齢
、
有
病
、

遠
方
の
人
が
多
い
。
熱
中
症

で
倒
れ
ら
れ
た
ら
か
な
わ
ん

の
で
、
昨
年
は
魔
法
瓶
に
冷

茶
を
入
れ
待
合
室
に
置
い
た

が
、
今
年
は
小
型
冷
蔵
庫
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
し

た
。
宅
配
便
や
材
料
や
技
工

で
の
訪
問
客
に
も
水
分
補
給

を
勧
め
て
い
る
。
過
剰
な
サ

ー
ビ
ス
は
逆
に
医
院
の
品
格

を
下
げ
る
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
は

入
れ
て
い
な
い
。

　

だ
が
、
下
手
な
医
療
技
術

を
少
し
は
親
切
で
補
い
た
い

の
と
、
こ
の
不
景
気
に
倒
れ

ら
れ
て
の
患
者
減
少
を
防
ぎ

た
い
と
い
う
本
音
も
あ
る
。

自
然
治
癒
が
期
待
で
き
な
い

歯
牙
の
疾
患
に
親
切
に
よ
る

医
療
効
果
は
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
が
、
施
術
に
よ
る
効

果
も
似
た
も
ん
で
あ
る
。

　

親
切
だ
け
で
な
く
、
医
療

施
術
が
成
功
し
て
も
感
謝
さ

れ
る
例
ば
か
り
で
は
な
い
。

当
然
視
さ
れ
る
例
や
時
に
は

付
け
上
が
ら
れ
る
例
と
し
て

無
理
な
要
求
を
さ
れ
も
す

る
。
感
謝
ば
か
り
を
求
め

て
、
あ
ま
り
熱
く
な
ら
ず
に

各
例
３
分
の
１
の
確
率
と
思

え
ば
、
腹
立
た
し
さ
に
よ
る

熱
中
症
は
防
げ
る
。

専門家がおこたえします
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国
会
で
「
歯
科
口
腔
保
健

法
」
が
全
会
一
致
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。
昨
年
取
り

組
ん
だ
〝
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
〞
の
実
現
を
求
め
る
請

願
署
名
22
万
筆
超
が
、
歯
科

医
療
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と

い
う
国
民
の
声
を
国
会
に
届

け
、
国
会
議
員
を
動
か
す
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
働
く
人
の
３
分
の
１

は
、
昨
年
、
中
国
製
技
工
物

か
ら
人
体
に
有
害
な
ベ
リ
リ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
報
道

さ
れ
た
。
ま
た
中
国
を
含
む

ほ
と
ん
ど
の
国
に
は
、
歯
科

技
工
士
制
度
が
な
く
、
技
工

物
作
成
に
資
格
さ
え
問
わ
れ

な
い
状
況
で
あ
り
、
装
着
す

る
患
者
に
重
大
な
健
康
被
害

を
与
え
か
ね
な
い
。
安
価
な

技
工
物
の
流
入
に
よ
る
零
細

ラ
ボ
の
経
営
圧
迫
も
国
内
技

工
を
衰
退
さ
せ
る
可
能
性
が

高
く
看
過
で
き
な
い
。

　

し
か
し
厚
労
省
は
、
海
外

技
工
物
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
通
知
（
医
政

歯
発
第
０
９
０
８
０
０
１

号
）
で
歯
科
医
師
に
責
任
を

押
し
付
け
て
い
る
。
６
月
に

出
し
た
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、

厚
労
省
は
「
関
係
者
が
適
切

に
補
て
つ
物
に
関
す
る
情
報

を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
、
責
任
を
放
棄
し
て

い
る
。

　

国
民
に
提
供
さ
れ
る
医
療

は
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て

厚
労
省
が
責
任
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

　

２
０
１
０
年
会
員
意
見
調

査
の
第
４
の
特
徴
は
、
金
パ

ラ
を
代
表
と
す
る
材
料
の
マ

イ
ナ
ス
差
額
だ
。

　

自
由
意
見
欄
に
は
、「
金

パ
ラ
、
銀
合
金
等
の
適
正
な

価
格
を
維
持
し
て
欲
し
い
。

今
の
ま
ま
で
は
保
険
診
療
を

す
れ
ば
す
る
程
、
赤
字
に
な

っ
て
い
る
」（
40
代
）、「
金

属
代
が
高
く
な
っ
て
も
、
国

は
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
ま

せ
ん
」（
50
代
）、「
パ
ラ
の

価
格
決
定
が
お
か
し
い
」

（
60
代
）
―
―
な
ど
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
間
の
急
激
な
金
パ
ラ

価
格
の
上
昇
を
受
け
、
昨
年

10
月
と
今
年
４
月
に
金
パ
ラ

関
連
の
点
数
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
材

料
価
格
と
点
数
の
逆
ザ
ヤ
状

態
が
続
い
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
う
し
た
問
題
で
は
、
政

府
が
歯
科
材
料
用
の
金
パ
ラ

を
買
い
取
り
、
安
定
価
格
で

供
給
す
る
な
ど
の
手
立
て
が

求
め
ら
れ
る
。

　

調
査
の
最
後
の
特
徴
は
、

海
外
技
工
へ
の
反
対
の
大
き

さ
で
あ
る
。
海
外
技
工
に

「
反
対
」
が
71
・
３
％
と
圧

倒
的
に
多
く
、
次
い
で
「
わ

か
ら
な
い
」
が
24
・
９
％
、

が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
10
年
間
で
労
働

者
の
年
間
給
与
が
50
万
円
以

上
低
下
す
る
な
か
、
歯
科
医

院
の
５
割
で
経
済
的
理
由
に

よ
る
受
診
の
中
断
・
中
止
が

起
き
て
い
ま
す
。
日
本
中
で

１
０
０
万
世
帯
が
医
療
に
か

か
れ
な
い
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、

「
時
間
が
な
い
」
と
「
窓
口

負
担
が
高
い
」
で
す
。
受
診

す
る
時
間
も
な
い
ほ
ど
働
か

ざ
る
を
得
な
い
の
に
、
収
入

が
低
く
、
通
院
で
き
な
い
と

い
う
状
態
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。毎
月
、高
す
ぎ
る
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
の
に
、
い

っ
た
い
何
の
た
め
の
国
民
皆

保
険
制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
原

発
事
故
は
、
東
北
地
方
の
み

な
ら
ず
、
日
本
中
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
命
と

健
康
を
守
る
医
療
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
か
か
れ
る
よ
う

に
大
切
に
守
り
育
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
政
府
は
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」

で
、
窓
口
負
担
の
ア
ッ
プ
と

外
来
受
診
の
大
幅
抑
制
、
そ

し
て
２
０
０
６
年
改
定
で
歯

科
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き

下
げ
る
口
実
に
し
た
「
医
療

の
効
率
化
」
を
大
き
な
柱
と

し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
、
ま
す
ま
す
国
民
と

歯
科
医
療
機
関
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
す
。

　

歯
科
医
療
を
守
る
運
動
、

国
民
の
医
療
を
受
け
る
権
利

と
地
域
歯
科
医
療
を
守
る
運

動
と
し
て
、
協
会
は
６
月
か

ら
「
窓
口
負
担
を
軽
減
し
、

保
険
の
き
く
範
囲
を
広
げ
、

お
金
の
心
配
が
な
い
『
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
』
の
実
現

を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
で

50
万
筆
、
協
会
で
５
万
筆
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
日

の
歯
科
医
療
危
機
を
打
開
す

る
た
め
、
会
員
の
先
生
方
の

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

で
報
道
。
橋
下
知
事
に
よ
る

「
維
新
改
革
」
に
つ
い
て
、

識
者
の
解
説
・
講
演
を
掲
載

し
た
。

　

審
査
で
は
、
東
日
本
大
震

災
関
連
の
報
道
で
「
４
月
の

地
方
選
挙
に
触
れ
た
記
事
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
中
、

『
大
阪
歯
科
保
険
医
新
聞
』

の
選
挙
特
集
が
際
立
っ
て
い

る
」「
投
票
す
る
う
え
で
の

判
断
材
料
を
丁
寧
に
提
示
し

て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

た
。
２
月
１
日
か
ら
５
月
27

日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
応
募

61
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
、
統
一
地

方
選
特
集
を
盛
り
込
ん
だ
４

月
５
日
付
。
通
常
よ
り
２
面

多
い
６
面
立
て
で
発
行
し
、

政
策
部
に
よ
る
大
阪
府
議
選

の
争
点
解
説
を
１
面
ト
ッ
プ

　

関
西
の
優
れ
た
機
関
紙
な

ど
の
宣
伝
媒
体
を
表
彰
す
る

「
第
47
回
機
関
紙
・
広
報
・

ミ
ニ
コ
ミ
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
大
阪
機
関
紙
会
館
主
催
）

の
審
査
発
表
が
６
月
16
日
に

あ
り
、
協
会
の
機
関
紙
「
大

阪
歯
科
保
険
医
新
聞
」
は
選

挙
情
報
特
別
賞
を
受
賞
し

「
賛
成
」
は

た
っ
た
の
２

・
４
％
だ
っ

た
（
図
２
）。

　

海
外
技
工

に
つ
い
て

　

協
会
は
、
６
月
か
ら
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
の
実

現
を
求
め
る
新
国
会
請
願
署
名（
患
者
署
名
）に
取
り
組

み
、会
内
外
か
ら
８
０
０
０
筆
の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。

７
月
の
理
事
会
で
は
早
急
に
２
万
筆
、
年
内
に
５
万
筆
を

目
標
に
決
め
た
。
歯
科
医
療
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に

会
員
の
協
力
を
小
澤
力
理
事
長
が
呼
び
か
け
て
い
る
。

「保険でよい歯科」求め50万署名「保険でよい歯科」求め50万署名
患者負担減、給付拡大へご協力を

同
封
の
署
名
用
紙
と

リ
ー
フ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い海

外
技
工「
賛
成
」は
２
％

金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
に
批
判
多
数
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医
療
支
援
や
歯
ブ
ラ
シ
13
万

　

大
阪
府
の
医
療
提
供
体
制
や
福
祉
施
策
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
統
一
地
方
選
挙
が
10
日
と
24
日
の
投
開
票

で
実
施
さ
れ
る
。
協
会
は
、
10
日
の
大
阪
府
議
選
を
目

前
に
府
議
会
の
主
要
各
会
派
に
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
と
統
一
地
方
選
挙
に
向

け
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
を
基
に
各
会
派
・
政
党
の
態

度
を
見
る
。

避難所で診療にあたる大阪医科協会の安田雅章
理事＝４月１日、宮城県塩釜市内　　　　　　

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
限
ら

れ
た
財
源
を
そ
の
よ
う
な
施

策
に
使
え
ば
、
医
療
・
教
育

・
福
祉
向
け
予
算
の
削
減
は

避
け
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
に
言
う
と
、
そ
の

必
要
性
は
分
か
る
が
、
予
算

上
は
経
済
活
性
化
策
を
優
先

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。

で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な

分
野
に
予
算
を
使
っ
た
方
が

多
く
の
人
を
雇
う
こ
と
が
で

き
る
。
失
業
者
が
増
え
て
い

る
時
代
は
、
雇
用
効
果
の
高

　

医
療
・
福
祉
・
教
育
は
経

済
的
に
み
て
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
は

雇
用
効
果
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
金
額

い
分
野
に
予
算
を
使
う
方
が

望
ま
し
い
。
ま
た
、
雇
用
効

果
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
人

件
費
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
給
与
と
し
て
支
払
わ

れ
た
人
件

地
域
で
の

域
経
済
の

る
。
国
際

益
の
か
な

　

し
か
し
、
い

ま
重
要
な
こ
と

は
、
府
民
の
生

活
を
根
底
で
支

え
る
医
療
・
福

祉
・
教
育
予
算

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
橋

下
知
事
は
従
来
型
の
大
型
公

共
事
業
、
企
業
誘
致
策
を
進

め
る
た
め
、
大
阪
都
を
つ
く

り
、
権
限
と
財
源
を
集
中
さ

大
阪
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

〝
維
新
〞を
問
う

〝
維
新
〞を
問
う
③ 優

先
す
べ
き
は
医
療
・
福
祉

雇
用
効
果
高
く
地
域
経
済

出
す
る
が

大
半
が
そ

す
る
。
そ

業
誘
致
に

も
、
医
療

を
拡
充
す
る
こ
と
で
あ
る
。

３・
４
面
に
統
一
地
方
選
特
集
、
６
面
に「
被
災
者
へ
の
医
療
機
関
で
の
対
応
」を
掲
載

３・
４
面
に
統
一
地
方
選
特
集
、
６
面
に「
被
災
者
へ
の

　

協
会
が

東
日
本
大

が
３
月
30

を
超
え
た

後
か
ら
続

１
９
９
５

大
震
災
時

大
き
く
上

　

救
援
募

は
地
域
医

い
、被
災
し

福
島
の
各

各
２
０
０

　

４
月
９

め
の
市
町
村
へ
の
助
成
拡
大

や
、
資
格
書
・
短
期
証
を
発

行
し
な
い
と
し
て
い
る
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

民
主
、公
明
、共
産
が
何
ら
か

の
対
応
を
掲
げ
た
が
、現
在
、

千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

補
助
金
廃
止

し
て
い
る
の

　

こ
れ
以

主
、
公
明

ヒ
ブ
な
ど

の
公
費
助

た
。 

（

の
最
低
基
準
化―

―

な
ど
、

加
入
世
帯
に
重
大
な
影
響
を

与
え
、
さ
ら
に
国
保
崩
壊
に

導
く
も
の
と
し
て
反
対
し
て

い
る
。
共
産
党
は
国
保
の
広

域
化
に
反
対
す
る
と
と
も

に
、
国
保
料
引
き
下
げ
の
た

　

医
療
分
野
で
は
、
維
新
・

民
主
が
国
保
の
広
域
化
を
掲

げ
た
。
協
会
は
、
国
保
の
広

域
化
が
①
保
険
料
の
大
幅
な

引
き
上
げ
（
１
世
帯
２
万
円

程
度
）
②
各
市
町
村
で
実
施

さ
れ
て
い
る
条
例
減
免
な
ど

助
成
制
度
に
関
す
る
研
究
会

が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
３
年

に
は
「
制
度
の
持
続
性
」
を

理
由
に
「
抜
本

的
改
正
」
を
行

う
と
し
て
い

る
。
制
度
の
持

続
性
を
理
由
と

し
た
抜
本
改
正

は
、
制
度
改
悪

と
相
場
が
決
ま

っ
て
い
る
。
選

挙
結
果
と
今
後

の
世
論
形
成
が

乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
の
拡

大
に
大
き
く
影

響
す
る
可
能
性

が
高
い
。

　

私
た
ち
歯
科
医
師
に
と
っ

て
、喜
ば
し
い
こ
と
は
、自
民

党
以
外
の
主
要
会
派
が
、
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
拡
大
で
一
致
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
大
阪
維
新
の
会

と
共
産
党
は
、
対
象
年
齢
を

中
学
生
ま
で
、
窓
口
負
担
の

無
料
を
掲
げ
た
。
民
主
・
公

明
両
党
は
、
対
象
年
齢
の
拡

大
を
掲
げ
た
。こ
れ
は
、協
会

や
数
多
く
の
市
民
団
体
か
ら

の
働
き
か
け
、
府
民
の
世
論

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
議
会
で

は
、
維
新
の
会
代
表
の
橋
下

徹
氏
が
知
事
選
公
約
を
投
げ

捨
て
て
、
対
象
年
齢
を
拡
大

も
せ
ず
、
窓
口
負
担
を
５
０

０
円
か
ら
８
０
０
円
に
引
き

上
げ
よ
う
と
し
た
。
府
民
世

論
で
取
り
下
げ
と
な
っ
た
も

の
の
、
現
在
、
福
祉
医
療
費

医療助成拡充には世論が影響’11統一地方選’11統一地方選

政策メモ政政策策メメモモ 維新、府議会での態度と公約に矛盾

大
阪
府
議
選

乳
幼
児
医
療

拡
充
で
一
致
も
不
安

医
療
・
福
祉

国
保
広
域
化
に
賛
否

募
金
相
次
ぎ
７
０
０
万
円

乳幼児医療費助成制度に関する
府議会主要会派の公約

会　派 公　　約
大阪維新の会 中学生まで無料化
自由民主党 記述なし
民　主　党 入通院の対象年齢の拡大、所得制限の撤廃
公　明　党 対象年齢の拡大
日本共産党 中学生まで無料化、所得制限の撤廃

各会派の公約等から作成
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大阪府保険医協同組合調べ

（円／ 30ｇ）

市場価格

保険材料価格

10月１日 ４月１日

大 阪 歯 科
保険医新聞

選
挙
報
道
で
特
別
賞

「
判
断
材
料
を
丁
寧
に
提
示
」

選挙情報特別賞を受賞した本紙４月５日付

（図２）海外技工について

（図１）金パラの市場価格と　　
　　保険材料価格の推移
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０
１
０
年
度

２
０
１
０
年
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会
員
意
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調
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告

会
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